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ディスクアレイコントローラ

1.概要

型名 製品名
N8503-43 ディスクアレイコントローラ
N8503-44 ディスクアレイコントローラ
N8503-49 ディスクアレイコントローラ

2.機能仕様     　　　

N8503-43 N8503-44 N8503-49
���������	 PCI（64bit）*1 PCI（32bit） PCI（64bit）*1


�
� �	 Ultra2 SCSI Ultra2 SCSI
Ultra SCSI(Wide)

Ultra2 SCSI
Ultra SCSI(Wide)

内部 3 1 2

����

�� 2 1 2
Expand Capacity �� 可能 可能 可能
������������ !"# 64 4 16
�����$%&' Write Back Write through Write Back
��()���*+�, 有 無 有
-./%0123 !"45# 80 80 80/40
67 89�: 0,1,5,6 0,1,5,6 0,1,5,6
;��,<= 可能 可能 可能
���)>�� 可能 可能 可能

?@���A
120Ha,140Ma,
140Ha,180Ha 110La,120Lc,120Ha 110La,120Lc,120Ha,

140Ma,140Ha,180Ha

　*1：32bitも動作可能



3.接続図

●｠N8503-43 ディスクアレイコントローラの場合
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●N8503-44 ディスクアレイコントローラの場合
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●N8503-49 ディスクアレイコントローラの場合

外部用コネクタ

内部用コネクタ

Ch.0 Ch.1

Ch.0

Ch.1
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＊｠内部用 ch1 と外部用
ch1は排他利用
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Disk増設筐体へ接続



4.注意事項

・｠ディスクアレイコントローラ(N8503-44,-49)配下に Ultra2 SCSI対応の HDDと Ultra SCSI (Wide)

対応の HDDを混在することはできない。

・｠ディスクアレイコントローラ(N8503-43,-44,-49)配下に Disk 増設筐体及び増設用 HDD ケージをデ

イジーチェーン接続することはできない。（SCSI1チャネル当りに接続可能な Disk増設筐体、HDD

ケージは 1台のみ。）

・｠ディスクアレイコントローラ(N8503-43)の接続対象は Ultra2 SCSI対応の HDDのみ。

・｠DAC960 NetWareユーティリティ(EXDACMON.NLM/ EXDACADM.NLM)は、NetWare 5使用時は

使用不可。（110Laの NetWare 3.2J/IntranetWareのみ使用可）

ディスクアレイ構成の参照/変更を行う場合は、Mylex DAC MS-DOSユーティリティ、またはGrobal

Array Managerを代用のこと。

・｠K208-38C(xx)を Ultra SCSIで接続可能な SCSIケーブル長は最大 3m。Ultra2 SCSIで接続可能な

　SCSIケーブル長は最大 6m。

・N8503-43,-44,-49はWindowsNT3.51では未サポート。



5.ディスクアレイについて

RAIDは「Redundant Arrays of Inexpensive [Independent] Disks」の頭文字をとったもので、複数の

ハードディスクを論理的に結合させて１つのディスクドライブとして認識させる方法である。

この方法により、安価で小容量のハードディスクを複数使用して高価な大容量ハードディスクと同等

のディスクドライブを構築することができ、さらにドライブを強化(信頼性の向上、オートリビルドの

サポート)・拡張することが可能。

RAIDには、いくつかのレベルがあり、その中で Express5800は RAID0/RAID1/RAID5/RAID6などを

サポートしている。全ての RAIDレベルは「複数台のハードディスクを 1つのディスクドライブとし

て認識させる」という点で共通であるが、それぞれの RAIDレベルで性能・コスト・使用条件が異な

るので、ニーズにあった構成を選択すること。

それぞれの RAIDレベルの特徴と選択の方法例

レベル 定義 冗長性 特徴 使用に適した AP 必 要
な 台
数

RAID0 ストライピング なし ・高速アクセス クリティカルでない
データに対して高い
性能を必要とする
AP

2台
以上

RAID1 ミラーリング 有り ・ディスクの二重化
・リードは高速
・ライトはやや劣る

システムドライブ、
重要なファイルなど

2台

RAID5 パリティ付き
ストライピング

有り ・パリティデータ
・転送データサイズ大
・アクセスはやや劣る

高い要求レートを必
要とする AP

3台
以上

RAID6 分散ミラーリング 有り ・1 つのストライプ内
でデータ領域とミラ
ー領域を 2 台のディ
スクに分散

システムドライブ、
重要なファイルなど

3台
以上



6.コンフィグレーションに必要な基本知識

■｠パック

複数の HDD のグループで、システムドライブを設定するための元になるもの。パックは、同一コ

ントローラ上の異なるチャネルに接続されている HDD同士を組み合わせて設定することも可能。1

枚のアレイコントローラに設定可能なパックは最大 32 個。また 1 つのパックとして設定できる

HDDは最大 8台。

ﾃﾞｨｽｸｱﾚｲｺﾝﾄﾛｰﾗ

Ch0

Ch1

パック B

パック A

 Disk Disk  Disk

 Disk  Disk  Disk

 Disk

パック C

 Disk

■｠システムドライブ

パック内に作成される仮想的なドライブ。OSからは物理ドライブとして認識される。

システムドライブを作成する際には、容量、RAIDレベル、書き込み方式を指定する。

複数のパックにまたがってシステムドライブを設定すること(スパン)や、1 つのパック内に複数の

システムドライブを設定することも可能だが、設定時には冗長性を十分に考慮する必要がある。

設定可能なシステムドライブの最大容量は 2048GBであり、1つのディスクアレイコントローラに

つき最大 32のシステムドライブを設定可能。

パック B：RAID1
 (実容量：1GB)

パック A：RAID5
 (実容量：2GB)

 1GB

 1GB

 1GB

 1GB

 1GB

システムドライブ 0
(RAID5)

2GB

システムドライブ 1
(RAID1)

1GB



■｠スパン

複数のパックにまたがってシステムドライブを設定すること。スパンは、同じ台数の HDD で構成

されているパックが連続して配列されている場合に可能。1つのシステムドライブは最大 4つのパ

ックにまたがってスパンすることができる。

スパン

パック 2

パック 1

 2GB 2GB  2GB

 4GB  4GB  4GB

■｠ホットプラグ

ホットプラグとは、RAID1,5,6にてシステムを構築している場合、システム稼働中でも電源を落と

すことなく、障害を起こした HDDを交換することができる機能。

■｠オートリビルド

オートリビルドとは、RAID1,5,6 にてシステムを構築している場合、障害を起こした HDD を交換

後に自動的にシステムの再構築(リビルド)を行う機能。スタンバイディスクがある場合、スタンバ

イディスクを使って自動的にリビルドを行う。スタンバイディスクがない場合、障害を起こした

HDDの交換後に自動的にリビルドを行う。

■｠スタンバイディスク

RAID1,5,6にてシステムを構築している場合、予備ディスクを予めシステムに組み込んでおくこと

で、HDDの障害発生時、自動的に予備ディスクを使用してシステムの再構築を行う。

この予備ディスクをスタンバイディスクという。

■｠<B����(Write through)/<B���*(Write back)

<B����CDE�FGHIJKL�����MN)O/PQ HDD RSE�FTGHIUVWXYZ

<B���*CD�����MN)RKGHIJ[\]^_P`abc�de+RGHIJf]KghTi

jDkKl HDD RKGHIJTimVWXYZ<B����noS<B���*KX[+*p�C2qrs

[D��()���*+�,KrjtuQvjwCDxyz{|[}~^_��QE�F��K���[

�qrsZ

■｠Expand Capacity �����<B��*�������

�Q&'�JK��*��T�.�s_�QD-\��*Q HDD T��^w 1 vK��*Q�O�s�

�Z���C��*��T�.�s��aD��(��<B�(System Drive)��T�.�s��aCr

j_�D��*��K�.Q��waH_�H��QD��Q��(��<B�T� �s¡¢[£sZ


